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主  題：羊飼いの手の中で 

聖書箇所：ヨハネの福音書 １０章２２－３０節 

 

この朝、見たいみことばはヨハネ１０：２２－３０です。今、あなたは自分が本当に救われているとい

う確信を持って生きているでしょうか。以前こんな話を聞いたことがあります。私が卒業した神学校の

校長マッカーサー先生が大学生だった時の話です。何人かの友人といっしょになってあるルームメイト

にドッキリを仕掛けました。その内容は、彼にキリストの再臨が起こったと思わせるものでした。念入り

に彼らは準備をします。そしてある朝ラッパの音も、御使いの叫び声のようなものも流して、さらには同

じ寮の人も全員協力して、全員姿を隠したのです。ルームメイトは突然鳴り響くラッパの音で飛び起き

ました。慌てて部屋を出て、廊下に出ました。走り回ってほかの部屋ものぞき回りました。しかしどこに

もだれもいません。その瞬間、彼の頭に浮かんだのはただ一つのことでした。「ああ、自分は天に行けな

かったんだ」と。これはちょっとひどいドッキリですね。そんな過去がマッカーサー先生にもあったのか

と笑いました。 

でも、実際にこれと同じように、自分が天に行けないのではないかという不安を覚えたことがある人

もいるかもしれません。多くの信仰者たちが自分の救いの確証について、葛藤を覚えることがあります。

イエス様を救い主として信じて、主として従う中にあって、私たちは何度も何度も失敗や罪を繰り返し

ます。なかなか成長しない現実に直面すれば、自分は本当に救われているのだろうかと心に恐れや疑い

がわいてもきます。自分の信仰は本物なのだろうか、それとも自分が自分をだましているに過ぎないの

だろうかと。そういった不安に苦しむことがあります。不安は自分自身に関することだけではありませ

ん。そんな罪深い自分を神様がどう思われているのかということを深く思い悩むこともあります。自分

の罪はあまりにも大きい、こんなにも汚れている私を神様は拒絶されるのではないか、いつか神様に見

放されて、自分は救いを失ってしまうのではないか、弱い自分は途中でつまずいて、天にまでたどり着く

ことができないのではないかと。 

救いの問題はこの世の歩みの問題だけではありません。文字どおりそれぞれの永遠がかかっています。

だからこそ本当に救われているのか、確信が持てなければ、私たちの土台が大きく揺れ動いてしまうの

です。果たして私たちは、救いの確信、確証を持ちながら、日々を歩んでいくことはできるのでしょうか。

感謝なことに、みことばはそれが可能だと励ましてくれます。良い牧者は、さまざまな不安を抱えやすい

弱い羊を見捨てることはありません。先週いっしょに見ました。羊のためにご自分のいのちを捨てられ、

羊のことをだれよりもよく知っており、愛をもって羊を導かれる羊飼いであるイエス様は、ご自分の羊

に対して確かな慰めを与えようとされます。今回見る箇所にあって、イエス様はご自分の手の中で守ら

れている、本当に救われている主の羊の姿を私たちに教えてくれます。特にその羊が持っている姿を、責

任と約束の二つの面からイエス様は教えてくれます。本当に救われている主の羊、羊飼いによって永遠

に守られている最も安全な羊の姿です。 

ですからいま一度、主のことばに自分自身を照らし合わせながら、吟味してみてください。主の羊とし

て、果たして自分が主から与えられている責任を果たしているのかどうか。そして主から与えられてい

る約束がいかにすばらしいかを知っていて、それに信頼して歩んでいるのかどうか、ぜひ自分に問いか

けてみてください。そしてもし私たちが本当に主の羊であれば、羊飼いの手の中で守られている私の救

いが失われることは決してないと、今、心の底から喜ぶことができます。この時間がそれぞれの救いの確

信をさらに強めて、信仰の歩みの励ましになることを心から祈っています。 

ヨハネ１０：２２－３０ 



「:22 そのころ、エルサレムで、宮きよめの祭りがあった。:23 時は冬であった。イエスは、宮の中で、ソロ

モンの廊を歩いておられた。:24 それでユダヤ人たちは、イエスを取り囲んで言った。「あなたは、いつま

で私たちに気をもませるのですか。もしあなたがキリストなら、はっきりとそう言ってください。」:25 イ

エスは彼らに答えられた。「わたしは話しました。しかし、あなたがたは信じないのです。わたしが父の御

名によって行うわざが、わたしについて証言しています。:26 しかし、あなたがたは信じません。それは、

あなたがたがわたしの羊に属していないからです。:27 わたしの羊はわたしの声を聞き分けます。またわた

しは彼らを知っています。そして彼らはわたしについて来ます。:28 わたしは彼らに永遠のいのちを与えま

す。彼らは決して滅びることがなく、また、だれもわたしの手から彼らを奪い去るようなことはありませ

ん。:29 わたしに彼らをお与えになった父は、すべてにまさって偉大です。だれもわたしの父の御手から彼

らを奪い去ることはできません。:30 わたしと父とは一つです。」」 

●場面背景：救い主を信じないユダヤ人たち ２２－２６節 

さて、主の羊の姿をこれからいっしょに見ていくのですけれども、その前に少しだけ今回の場面背景

を押さえておきましょう。 

▶「宮きよめの祭り」 

２２節に、ヨハネはこの当時の状況を「そのころ、エルサレムで、宮きよめの祭りがあった。」と表してい

ました。この時、エルサレムの町では「宮きよめの祭り」というものが祝われていました。これは 1 年の

最後１２月ごろに行われるユダヤ人の大きな祭りでした。“ハヌカ“とも呼ばれます。以前に見た過ぎ越

しや仮庵の祭りとは違って、旧約聖書の中を逐一全部見たとしても、そこにこの祭りについて見て取る

ことはできません。この祭りが始まったのは、比較的新しい“中間時代”のことでした。中間時代という

のは、私たちが持っているこの旧約聖書の最後マラキから、新約聖書の最初の本マタイまでの間にある

空白の４００年のことです。その時代に祝われ始めたのがこの「宮きよめの祭り」でした。 

でもなぜ彼らはこれを祝い始めたのでしょう。覚えていてほしいのは、この当時、イスラエルの民たち

はある大きな困難に直面したということです。当時、異邦人の王様だったアンティオコス・エピファネス

という人物は、ギリシャ文化を何よりも愛した人でした。そしてギリシャ文化を愛したからこそ、それと

違うユダヤ教の文化を徹底的に排除しようとしたのです。そして彼はある時エルサレムの町を激しく攻

撃します。その結果、約８万人のユダヤ人たちが殺され、多くの民が奴隷として売られることになりまし

た。またそれだけではありません。彼はユダヤ文化を徹底的に排除しようとした結果、イスラエルの民た

ちに安息日を守ること、割礼を受けること、そういったことも全部禁じました。また、さらにはエルサレ

ムの聖なる神殿さえもひどく汚しました。なんと彼は祭壇の上に豚の肉をささげて、異教の神々にいけ

にえをささげるようにと人々に強要したのです。この時、イスラエルの民たちは絶望の中にいました。も

ちろん多くの攻撃を受け、苦しみがあったこともそうです。でも自由に神様を礼拝することができない、

そんな絶望の中に置かれました。 

これに対して、敬虔なユダヤ人たちが立ち上がりました。ユダス・マカベウスという人物に率いられた

彼らは反乱を起こし、神様の助けによって見事勝利をおさめることになりました。彼らは無事に神殿を

取り戻して、再び神様にふさわしい礼拝をささげることができるようになりました。喜びが再び戻って

きたのです。「宮きよめの祭り」というのは、その喜びを祝う祭りでした。神様の民、神殿、そういった

ものが汚されてしまった何の希望も見えない時代において、神様の救いがあること、真の礼拝をささげ

ることができるという喜びを記念するようになりました。「宮きよめの祭り」というのは、神様の恵みの

救いというものをみんなで大いに祝うそんな時だったのです。 

でも残念ながら、ここに皮肉がありました。救いをもたらしてくれた神様を喜ぶ祭りの中、人々の前に

は神様から遣わされた救い主がいました。目の前に救い主がいたのです。でもそんな救い主を人々はか

たくなに拒みました。 



続く２３節の後半のところから、人々の拒絶する姿を見て取ることができます。「:23 ……イエスは、

宮の中で、ソロモンの廊を歩いておられた。:24 それでユダヤ人たちは、イエスを取り囲んで言った。「あなたは、

いつまで私たちに気をもませるのですか。もしあなたがキリストなら、はっきりとそう言ってください。」:25 イ

エスは彼らに答えられた。「わたしは話しました。しかし、あなたがたは信じないのです。わたしが父の御名によ

って行うわざが、わたしについて証言しています。:26 しかし、あなたがたは信じません。それは、あなたがたが

わたしの羊に属していないからです。」と。イエス様のまわりを取り囲んで、ユダヤ人たちは「あなたは、い

つまで私たちに気をもませるのですか。」と口にしていました。この「気をもませる」というのは、ある事柄

について結論を出さない状態、宙ぶらりんのままでいることを表す表現でした。しかし、ここでユダヤ人

たちは、イエス様がキリストなのかということを本当に知りたかったのではありません。彼らはイエス

様を訴える理由を手にしたかっただけでした。彼らはいつまでたっても煮え切らないイエス様に向かっ

て、いら立ちにあふれて言ったのです。いつまで曖昧な態度をとっているのですか、自分がキリストなの

であれば、そう言ってくださいと。 

でもそんな彼らに対して、イエス様は２５節で答えていました。「:25 ……わたしは話しました。……わ

たしが父の御名によって行うわざが、わたしについて証言しています。:26 しかし、あなたがたは信じません。」

と。私たちヨハネの福音書を今までずっと見てきました。イエス様が約束の救い主であるということは、

素直に聞こうとする者にとって、素直にその力を認める者にとっては明らかなものでした。ことばであ

ろうが、行いであろうが、イエス様はすでにご自分がいったいだれなのかということをいろいろな形で

表し続けていたのです。たとえばヨハネ３章でイエス様は、自分は天から下って来た人の子ですとニコ

デモに対して言われました。５章ではベテスダの池に行って、足の不自由だった人をいやされました。そ

していやされた後、私がなすそのわざは父なる神のわざといっしょですよと、ご自分が神であるという

ことを言いました。７章では仮庵の祭りで、イエス様は「だれでも渇いているなら、わたしのもとに来て飲み

なさい。」（３７ｂ節）と招きました。なぜ招いたのでしょう。イエス様ご自身が生ける水を持っている

存在なのだということを明らかにしていたからでした。また８章では、パリサイ人たちに囲まれてイエ

ス様は言いました。「アブラハムが生まれる前から、わたしはいるのです。」（５８ｂ節）と。「わたしはい

る」と、イエス様はあえて自分に神様の個人的な名前を用いました。そのことばを聞いた時のパリサイ人

たちの反応を覚えていますか。彼らは冒涜だと言って石を投げて殺そうとしました。彼らはイエス様が

何を主張しているのか気づいていなかったのではありません。気づいていたのに、それを自分のことと

して信じようとはしなかったのです。いつでも同じです。不信仰の問題は証拠が足りないという話では

ありません。不信仰の問題は、いつも信じようとしない、受け入れようとしない、その心にありました。 

〇羊飼いの手の中で：主の羊が持つ“責任”と“約束” 

２２－２６節で、イエス様は描いています。イエス様の羊でない者は、羊飼いの声を聞きませんと。そ

してそれと対照的な存在として、イエス様は続きにご自分の羊、本当の主の羊がどんなものかという、そ

の姿を挙げられるのです。２７－３０節、ここに私たちのとても大切な内容が書かれています。 

１．責任：羊飼いの声に聞き従う ２７節 

主の本当の羊の姿がどんなものなのか、まずは主の羊が持っている責任から考えてみましょう。救わ

れている本当の主の羊が持っている責任は、羊飼いの声に聞き従うということです。 

▶「聞き分けます」「ついて来ます」 

もう一度２７節をよく見てください。このようにイエス様は語られていました。「わたしの羊はわたし

の声を聞き分けます。またわたしは彼らを知っています。そして彼らはわたしについて来ます。」と。大切なこ

とばが二つ出てきました。「聞き分けます」と「ついて来ます」です。この「聞き分けます」と言われてい

ることばには、「注意深く耳を傾ける」とか「従う」という意味が含まれていました。もう一つの「つい

て来ます」ということばにも、「導く者、先導する者の後についていく」とか「従う」という意味が含ま



れていました。ということは、普通に聖書を読んで、主の羊に見られるその姿とはどんなものですかと言

われたら、それは羊飼いに対する従順でした。主の羊は、自分たちの羊飼いであるイエス様に対して、ど

んな時であろうとも忠実に従っていこうとするのです。 

多くの人にとってもう当たり前に聞こえることかもしれませんが、少し立ち止まって改めて考えてみ

てください。この「従順」ということばは、多くの人たちの間ではあまり肯定的に受け入れられていなか

ったりします。ある人にとっては従順であることは冷たく厳しい響きを持っています。またある人にと

っては、決められたルールだけを守る堅苦しい律法主義を連想させたりします。あれをしなさい、これは

してはいけません、そうやって言われることを嫌う今の社会にあっては、「従順」というものは、しぶし

ぶ、嫌々ながらするものになっているのです。そして残念ながらある人たちは、これと同じ態度を神様に

従うことに対しても持っていたりします。私にとって神様に従うことは嫌々ながら、しぶしぶすること

ですと。 

でもどうなのでしょう？私たちにとって神様に従うということは、本来重荷なのでしょうか。羊にと

って、自分の羊飼いのことばに従順に従っていくということは苦しいことなのでしょうか。どう思いま

す?羊にとって羊飼いの声に聞き従うことは苦しいことなのでしょうか。いいえ違います。羊にとって自

分を愛してくれている羊飼いの声に聞き従うことこそが、いのちへとつながる唯一の道でした。私たち

数週にわたって、羊飼いと羊のことを見てきました。羊というのは道に迷いやすい生き物でした。自分で

自分の身を守ることもできません。でもそんな羊も良い羊飼いに導かれている時だけは、自分がどこへ

導かれているのかというその詳細を常に知っている必要はありません。羊にとって最も大切なことは、

どこに行っているのかよりも、だれが自分を導いているのかということです。そして自分をだれよりも

知ってくれていて、だれよりも愛してくれている羊飼い。そんな羊飼いがいるのであれば、そんな羊飼い

を愛する羊にとって、その声に従っていくことは最も安心できることでした。 

そしてこれは今の私たちにとっても同じです。私たちが主の羊であるのであれば、私たちはいつも覚

えていることができます。私たちの良い羊飼いは羊である私たちひとりひとりのことをだれよりも知っ

ているということです。だれよりも愛しているということです。２７節の途中でも、イエス様は「またわ

たしは彼らを知っています。」と言われました。イエス様は繰り返しました。羊飼いであるわたしは、彼ら

のことを、わたしの羊のことを知っていますと。良い羊飼いであるイエス様は、羊について表面的な知識

を持っているという話ではありません。自分の羊と何よりも親密な関係を持っていました。羊飼いは、私

やあなたの名前も知っています。私たちが抱く恐れも、私たちが陥りやすい不安も知っているし、私たち

が置かれている状況、経験というものも知っています。加えて私たちの過去の失敗も知っているし、今の

かたくなさや愚かさも知っているし、そしてこの先犯す罪深ささえも知っています。羊飼いは文字どお

り羊のすべてを知っているのです。でも感謝なことに、それでいてこの良い羊飼いは羊のことを愛して、

ご自分のいのちを捨てることを自らの喜びとされました。私たちの良い羊飼いは、羊の最も醜い部分を

見てなおご自分を喜んで、進んでささげてくださったお方でした。それが私たちを導いてくれている羊

飼いなのです。 

イエス様はこの１０章の特に前回見たところを通して、いかに自分が良い牧者であるかを教えてくれ

ました。ではそんな良い羊飼いを私たちが覚えるその時、その羊飼いに対して私たちがとれる応答は何

でしょう？それはただこの方に従い続けていくことです。自分を何よりも愛してくれている羊飼いのこ

とを私たちも愛しているからこそ、従順でいたいと思うのです。私たちが何よりも従順でいるのは、しな

ければならないというよりも、私たちのことを愛してくれている羊飼いが自分を導いてくれていると信

頼するからこそ、その方に対する愛の応答として生まれてくるものでした。この真理をほかのみことば

も繰り返し教えてくれています。いくつか見たいと思います。ヨハネ１４：２３－２４ａ「:23 イエスは

彼に答えられた。「だれでもわたしを愛する人は、わたしのことばを守ります。そうすれば、わたしの父はその人



を愛し、わたしたちはその人のところに来て、その人とともに住みます。:24 わたしを愛さない人は、わたしのこ

とばを守りません。」とあります。またⅠヨハネ５：２－３にもこんなふうに書いていました。「:2 私た

ちが神を愛してその命令を守るなら、そのことによって、私たちが神の子どもたちを愛していることがわかりま

す。:3 神を愛するとは、神の命令を守ることです。その命令は重荷とはなりません。」と。 

なぜ重荷にならないのでしょう。それは義務だからではなく、自分のことを導いてくれているその羊

飼いを愛しているからでした。もちろん救われて主の羊として生きていくその歩みには、葛藤が全くな

いわけではありません。そこにはさまざまな誘惑やさまざまな罪との戦いもあります。私たちは主の声

に従っていくべきなのに、愚かにも自分の肉に従い、主を悲しませることも多々あります。みことばを通

して自分の姿が示されて、心が責められることもあれば、罪深さに打ちのめされることもあります。残念

ながら、主とともに生きていくこの地上での歩みにおいては、私たちは完璧になることはありません。い

ろいろなところでつまずくのです。でも主の羊は、どれだけつまずいたとしても、主のことばからは離れ

ようとはしません。何度罪を犯したとしても、何度神様を悲しませたとしても、その神様を愛するからこ

そ悔い改めて、また羊飼いのもとに立ち帰ろうとします。主の羊としての生き方は、主を愛する者とし

て、少しずつ成長していくということなのです。 

なぜ悔い改めて、どんな時でも羊飼いの元に帰ろうとするのでしょう。なぜ羊飼いのことばから離れ

ようとしないのでしょう。結局のところ、それは自分の羊飼いを何よりも愛しているからでした。愛する

羊飼いに従順に従い続けていくということが自分自身にとって最高の宝だからでした。イエス様も言わ

れていました。ヨハネ１４：１５で、「もしあなたがたがわたしを愛するなら、あなたがたはわたしの戒めを

守るはずです。」と。立ち止まって、改めて問いかけてみてください。果たして私たちは良い羊飼いに従

っていく、そんな救われている本当の主の羊として今生きているでしょうか。羊飼いの声に従うことを

自分の喜びとしているでしょうか。何度もつまずくかもしれません。でも何度つまずいたとしても、自分

を愛してくれている羊飼いを愛し、この方とともに歩むことが自分にとっての何よりの喜びとなってい

るでしょうか。 

羊飼いに従うというのは、問題がない時だけではありません。主の羊は自分に従いやすいことばにだ

け従うのでも、都合の良い場面だけ従うのでもありません。主の羊が羊飼いに従順であるということは、

どんな時だろうと変わらずです。考えてみてください。私たちはどんな時に良い羊飼いから目をそらし

てしまうことがあるでしょう。いろいろな場面を挙げることができると思います。でもおそらくその一

つは、私たちが厳しい試練に直面する時だと思います。私たちが厳しい試練に直面し、神様がなされてい

ることが理解できない時、私たちは羊飼いではなく違うところを見ることがあります。悲しみや混乱の

中に置かれて、自分の経験している苦しみに意味を見いだすことができない時、私たちは神様が変わら

ずに信頼できるお方なのかと疑いを覚えることがあります。忠実に歩もうとするその中にあって、試練

が与えられて、いつまでもその出口が見えなければ、自分とともにおられる良い羊飼いが、本当に良いお

方なのかと不安になることもあるかもしれません。 

でもそんな時こそ思い出し続けてください。私たちが経験しているその試練でさえ、良い羊飼いの手

を離れたものではありません。私たちの良い羊飼いは、さまざまな試練を用いるお方です。アクシデント

で起こっているのではありません。試練を用いて多くのことを羊に教えようとします。普段では学ぶこ

とができないレッスンを、試練を通して教えようとします。どんなことを教えるか――。主は試練を通し

て私たちをキリストに似た者へ変えようとします。主のために仕える者として、もっともっとふさわし

い者へと試練を通して主は成長させようとします。ヤコブがヤコブ１：２－４でこんなことを言いまし

た。「:2 私の兄弟たち。さまざまな試練に会うときは、それをこの上もない喜びと思いなさい。:3 信仰がためさ

れると忍耐が生じるということを、あなたがたは知っているからです。:4 その忍耐を完全に働かせなさい。そう

すれば、あなたがたは、何一つ欠けたところのない、成長を遂げた、完全な者となります。」と。主は試練を用



いて、何よりも私たちの無力さというものを教えてくれます。生まれながらに私たちの心は自分で自分

のことを思いのままにしたいと願います。だから主は試練を通して、自分自身に頼るその心を砕いて良

い羊飼いだけに希望を見いだし、その良い羊飼いだけに拠り頼むようにと導いてくれるのです。そこが

一番良い場所であるということを羊飼いが知っているから、そのようにされるのです。 

パウロも自分のあかしをⅡコリント１：９－１０で「:9 ほんとうに、自分の心の中で死を覚悟しました。

これは、もはや自分自身を頼まず、死者をよみがえらせてくださる神により頼む者となるためでした。:10 ところ

が神は、これほどの大きな死の危険から、私たちを救い出してくださいました。また将来も救い出してくださいま

す。なおも救い出してくださるという望みを、私たちはこの神に置いているのです。」と口にしていました。パ

ウロは自分自身に拠り頼むことではなく、神様に拠り頼むことを学びました。でもそこに大きな希望を

見いだしています。今、自分を大きな危険から救い出してくださったその羊飼いは、必ず将来も同じよう

にして救い出してくれると。試練はそうやって神様のすごさを教えようとします。自分の足りなさを教

えようとします。そして私たちは将来に希望を持っておくことができるようになるのです。試練はそう

いうために与えられています。 

だからこそ主の羊は、試練の中に置かれた時でさえ喜びを見いだすことができます。従順であること

もできます。試練の苦しみ、痛み、それ自体が喜べるものだという話ではありません。その試練を支配し

ているお方がおられ、その方が自分を愛する羊飼いであると知っているからです。このことを考えてい

た時に、私自身もすごく励まされた一つの話があるのでシェアをしたいと思います。ご存じの方もいる

と思いますけれども、二人の夫をそれぞれ殉教と癌で失うというひどい悲しみを味わったエリザベス・

エリオットがこんな話をしていました。ある日、牧場を訪れた彼女はそこで羊飼いの友人が羊を一匹ず

つ腕に抱いて、殺虫用の消毒液が入った大きな浴槽の中に羊を沈めている様子を目にしました。その羊

飼いの友人は羊が寄生虫に非常に弱いということを知っていました。寄生虫は放っておけば、羊たちを

苦しめ、やがて死に至らせるものでした。だからこそ羊のことを愛している羊飼いは年に一度消毒液の

中に羊を完全に沈めたのです。 

その光景を見ていたエリオットは、次のように羊の様子を表しました。「ジョンは、一匹ずつ羊を捕ま

えました。羊たちは必死にあらがい、浴槽の縁から逃げ出そうとしますが、牧羊犬のマックがうなり声を

上げ、顔に噛みつくようにして、再び液の中に押し戻します。向こう側から逃げようとすると、ジョンは

それを捕まえて、もう一度液の中へ押し込みました。耳も、目も、鼻も、液の中に沈めたまま、数秒間押

さえつけるのです。主人であり羊飼いである者が、羊たちの頭を液の中へ押さえつけていました。羊たち

からすれば、それはまるで溺れさせられているようにしか思えませんでした。恐怖に満ちた小さな目で

槽の縁越しに見上げるその姿は、まるでこう言っているようでした。「神様は、一体何をしておられる

の？」」と。試練の中に置かれる時、私たちも同じような思いを抱くかもしれません。神様は何している

のだろうか、この苦しみには意味があるのだろうかと。彼女は自分も大きな苦しみを味わいました。そし

て続けてこんなことばを残しました。「私は人生の中で、あの羊たちの気持ちがよく分かるような経験を

してきました。信頼していた偉大な羊飼いから、なぜこんな扱いを受けるのか、全く理解できない時があ

ったのです。「なぜですか？」という古くからの問いに、この地上で完全な答えが与えられることはない

でしょう。しかし私は、知的な満足の代わりに、平安を見い出しました。その答えは、説明ではありませ

ん。それは一人のお方、イエス・キリストです。私の主、私の神です。……このお方は、世界の基が据え

られる前からことばであり、屠られた小羊として苦しまれたお方です。そして、今もなお、あなたや私に

は想像もできない計画を、その御手の内に持っておられます。そんな主が私たちに必要なことを既に十

分語ってくださいました。だから、私たちは知っています。苦しみは、決して無意味ではないのです。」

と。水の中に沈められている羊にとっては何が起こっているかわかりませんでした。でも羊飼いは何を

しているかは知っていました。私たちは何をしているのか知っている羊飼いに従っていくことができる



という責任と言うよりも、特権を持っています。主の羊は都合の悪い時は従うのをやめるのではありま

せん。自分に受け入れがたいそんな主のことばを聞いて、それなら要りません、そんなふうに歩んでいく

こともしません。たとえ試練の中でさえ、ひとりのお方、自分とともにおられる羊飼いを愛しているから

こそ、主の羊はいつも従順であろうとするものでした。どうでしょう。そんな責任を喜びとして、今も変

わらず私たちは主の声に従って歩んでいるでしょうか。羊飼いに対する従順さ、それこそが一つ目に本

当に救われている、主のうちに守られている主の羊の特徴でした。 

２．約束 ２８－３０節 

次に、安全な主の羊が持っている今度は約束です。それが特に二つ、ここに挙げられていました。 

１）永遠のいのち ２８ａ節 

まず 1 つ目の約束が２８節の前半にこんなふうに記されています。「わたしは彼らに永遠のいのちを与え

ます。彼らは決して滅びることがなく、」と。一つ目の約束は、永遠のいのちでした。キリストを信じる信

仰によって救われた主の羊には、羊飼いから新しいいのちが与えられているということです。その者は

神様と関係を持ち、決して、決して滅びを味わうことはありませんと言われていました。少し戻ってヨハ

ネ５：２４でもイエス様ははっきりと言われています。「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わた

しのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死から

いのちに移っているのです。」と。この「死からいのちに移っている」の「移っている」という動詞には、完

了形が使われていました。どういうことかと言うと、要するに、主を信じる者は死の状態からいのちの状

態へともう移動が完了しているということです。死からいのちへと今移って行っていますという話をし

ているのではありません。死の状態からいのちの状態へともうすでに移っていますよと。そして感謝な

ことは、その人が再び元の状態に戻ることは二度とないということです。イエス様を信じる者にとって、

罪の罰、さばき、永遠の死というものは、永久に過去のものになっていると言うのです。 

この箇所についてひとりの先生もこんな説明をしていました。「（ヨハネ５：２４に描かれている）こ

の行為のイメージは、最終的で、取り消すことが不可能なものです。それは、自分の後ろの橋を焼き払っ

た人のようなものです。」と。もう後ろに戻ることはありません、主に信じる者は、永遠のいのちを持つ

者にもう移ってしまいましたと。それが主から与えられるすばらしい約束でした。主の羊とされた者は

もう滅びを恐れなくていいと。でもある人は思うかもしれません。それでも私はあまりにも罪深いので

す、神様を愛していながらも、神様を何度も何度も悲しませるこんな自分はこのすごい約束からこぼれ

落ちてしまう可能性があるのではないですかと。もしそんなふうに感じることがあれば、みことばの真

理に心を留めてください。１０：２８に戻って、イエス様はこの永遠のいのちの約束について、「羊はそ

の行いによって永遠のいのちを勝ち取ります」と言われていました？いいえ、イエス様は「わたしは彼ら

に永遠のいのちを与えます」と言われていました。言いかえるのであれば、永遠のいのちというのは最初か

ら良い羊飼いが羊に与える贈り物だということです。羊に与えられている救い、永遠のいのちというの

は、羊が何かをして勝ち取ったものではありません。羊が良い行いをしたからそれを手に入れたのでは

ありません。だから悪い行いによってその救いを失うこともありません。永遠のいのちは、救いは、主か

ら羊に対する贈り物でした。 

では結局のところ、私たちの救い、永遠のいのちの保証はだれにかかっていると思いますか？それは

受け取る側ではありません。与える側です。受け取る側はあまりにも罪深くて間違いばかり犯します。で

も与える側、滅びることのないいのちを、救いを、信じる者に与えると主ご自身が約束してくださいまし

た。そしてこの主は偽りを言うことがありません。Ⅱテモテ２：１３にもこう言われていました。「私た

ちは真実でなくても、彼は常に真実である。彼にはご自身を否むことができないからである。」と。主が真実で、

ご自身を否むことができません。だから私たちは確信を持って生きていくことができます。自分のうち

ではありません。真実である羊飼いの約束のうちにです。救われて主の羊として今歩んでいるのであれ



ば、その人には永遠のいのちが主から賜物として、贈り物として、恵みによって与えられていました。将

来に関して希望のない者ではなく希望を持つ者として、主にあって揺るがされずに生きていくことがで

きるのです。そんな約束が与えられました。 

２）羊飼いの手にある守り ２８ｂ－３０節 

でもこれだけではありません。これに加えてもう一つすばらしい約束がありました。主の羊が持って

いる二つ目の約束は、羊飼いの手にある守りです。２８節の続きを見てください。イエス様はこのように

言っていました。「また、だれもわたしの手から彼らを奪い去るようなことはありません。」と。この「奪い去

る」ということばは、だれかが突然やって来て、力づくで連れ去っていく、力づくで奪っていく、そのよ

うな荒々しい暴力的な様子を描くのに使われるものでした。実際、これと同じことばは人のものを奪お

うとする強盗などを表すのにも使われます。マタイ１２：２９に「強い人の家に入って家財を奪い取ろうと

するなら、まずその人を縛ってしまわないで、どうしてそのようなことができましょうか。」とあります。「奪

い去る」というのは弱い力をもっての話ではありません。すごい力を持っている者たちです。でもそこで

もイエス様は、だれもわたしの手から羊を奪い去ることができる者はいませんと言うのです。どれだけ

強大なものがやって来たとしても、わたしの手から羊を奪い去ることができる者はだれもいませんと。

だれもということは、例外はひとりもいないということです。どんな狼であれ、どんな盗人であれ、悪霊

であれ、サタンであれ、同じです。この世であれ、罪の誘惑であれ、同じです。羊飼いであるイエス様の

手のうちにあるその羊を連れ去ることができるような存在は、どこにもいないと言われていました。 

改めて考えてみてください。この羊飼いの御手というのはどれほど力強いものでしょう。羊飼いであ

るイエス様の手はどれほど力にあふれたものでしょう。この羊飼いは、この世界のすべてを造られまし

た。今もなおすべてを保っています。この方は罪に対しても、死に対しても、サタンの力に対しても、勝

利しました。羊が安全なのは、羊自身が強いからではありません。羊自身が懸命に羊飼いにしがみついて

いるからでもありません。ただ偉大な主の手のうちに守られているから、それだけです。羊飼いのうち、

それが羊にとって最も安全な場所でした。レオン・モリスというひとりの聖書注解者もこの点に関して、

こんな説明をしています。「クリスチャンの信仰における尊い真理の一つは、私たちが永遠のいのちにと

どまり続けることが、キリストを握る私たちの弱々しい手にかかっているのではなく、私たちをしっか

り握ってくださるキリストの確かな御手にかかっている、ということです。」。忘れてはいけません。私

たちは自分たちの努力で救いを勝ち取ったのではありません。また私たちは自分たちの努力で最後まで

救いをしっかりと保っていくのでもありません。救いは最初から最後まで、そもそも神様の恵みのみわ

ざでした。それぞれのうちに信仰を始めてくださり、それぞれの信仰を堅く守り続けてくださり、そして

その信仰を最後に完成させてくださるのは羊飼いである、主、ご自身でした。羊飼いに守られているので

あれば、羊飼いのもとに入った羊であれば、真に救われた信仰者であれば、その者が救いを失うことはあ

りません。新しく造り変えられた者が以前の状態に戻ることも決してありません。主の羊となったので

あれば、その人はいつまでもずっと主の羊です。 

でもそんなふうにして、羊の中に入れられて、全部が神様の恵みなのであれば、私たちは何もしなくて

いいのかと言うと、その真逆です。だから最初にも見ました。良い羊飼いを知っている羊は、良い羊飼い

に従っていきたいと思うのです。恵みの賜物を受けた者は、その救いを知った者は、それを感謝して自分

のことを守ってくれている羊飼いのことを愛するからこそ、従順に歩もうとします。新しく造り変えら

れたのであれば、新しい愛というものがそれぞれのうちに与えられています。羊飼いに頼って、羊として

生きていく人生というのは、間違いを犯さない、そんなものではありません。罪はいろいろな場面で犯し

ます。いまだに罪深いからこそ、不完全だからこそ、何度も何度も罪も過ちも犯してしまいます。それに

苦しむこともあります。でもそれでも揺るがないことが一つあります。それは自分の羊飼いを愛して、少

しでも日々神様を愛して、少しでも日々みことばを愛して、少しでもその羊飼いが憎んでいる罪から離



れて、同じ神様によって生まれた兄弟をも愛して歩んでいこうとするのです。それが主の羊の生き方で

した。 

そのようにして歩むの主の羊たちは、感謝なことに羊飼いであるイエス様の手にあって堅く守られ、

救いを失うことはありません。でもこれでもまだ守りに不安を抱く人がいるのであれば、イエス様はこ

れに加えて、さらに驚くべきことを付け加えていました。残りの箇所を見てください。２９節から「:29 

わたしに彼らをお与えになった父は、すべてにまさって偉大です。だれもわたしの父の御手から彼らを奪い去るこ

とはできません。:30 わたしと父とは一つです。」と記されていました。。何を言わんとしたのでしょう。イ

エス様は言うのです。その主の羊は、わたしの手によっても守られています、でもわたしの手によって守

られているだけではありません、わたしと一つである父の御手によっても堅く守られていますと。しか

もこの時、イエス様は父なる神様を表現する上で、「父は、すべてにまさって偉大です」と言われました。

「すべて」というのはすべてです。父なる神様にまさる力、まさる存在というものは一つも存在しないと

いうことです。どんな人間であれ、どんな政府であれ、どんな力であれ、どんな権力であれ、またどんな

状況であれ、どんな困難であれ、主権者である父なる神様のその力にまさっているもの、その力でどうす

ることもできないものは一つも存在しませんと。その主の偉大な全能の力をダニエル書の中にもこう記

されていました。ダニエル４：３４－３５でこう言われています。「:34 ……その主権は永遠の主権。その

国は代々限りなく続く。:35 地に住むものはみな、無きものとみなされる。彼は、天の軍勢も、地に住むものも、

みこころのままにあしらう。御手を差し押さえて、「あなたは何をされるのか」と言う者もいない。」と。圧倒的

な力を持っている神様、その御手を差し押さえて、それはできません、そんなことをできるものは何もな

いと。 

私たちの救いというのは、あまりにも安全な場所にかくまわれています。羊をよく知っている御子の

手だけではありません。すべてのものにまさっている、力ある父なる神様の手によって二重に守られて

いるということです。最高の羊飼いのその愛の中にあって、主の羊とされた者たちは安心を見いだすこ

とができると言うのです。かつてパウロも喜びに満ちあふれて信仰者の立場をこう述べました。ローマ

８：３５、３８－３９にこう書いてます。「:35 私たちをキリストの愛から引き離すのはだれですか。患難で

すか、苦しみですか、迫害ですか、飢えですか、裸ですか、危険ですか、剣ですか。……:38 私はこう確信してい

ます。死も、いのちも、御使いも、権威ある者も、今あるものも、後に来るものも、力ある者も、:39 高さも、深

さも、そのほかのどんな被造物も、私たちの主キリスト・イエスにある神の愛から、私たちを引き離すことはでき

ません。」と。 

もし自分の救いの確証について思い悩むことがあるのであれば、まず最初に見るべきところは羊飼い

が示してくれたその愛です。自分の罪を吟味することはとても大切です。自分の歩みがみことばに沿っ

ているものかを真剣に祈り考えることも同じくらい大切です。でも私たちの歩みというのは、私たちの

ような罪人のため、ご自分のいのちを捨ててくださった羊飼いのみわざを覚える、そこからスタートし

ます。キリスト・イエスにあるその神の愛は、あの十字架の上ではっきりと示されました。私たちに永遠

のいのちを、私たちにこのすばらしい永遠の守りを与えるために、羊飼いはその圧倒的な御手に釘を打

たれ、そして十字架で代わりに死なれました。それほどまでに良い羊飼いは羊のことを愛しているとい

うことです。その方を見上げ続けることです。そしてその方の愛を覚えるのであれば、その羊飼いのこと

を自分も愛していきたいと思わないでしょうか。罪を犯すことはあります。つまずくことはあります。で

も良い羊飼いは、その羊の弱さを知らないで十字架にかかったのではありません。それをすべて知って

いてなお、ご自分のいのちを捨てられました。すべてのことを知っていて、導いてくださる羊飼い。その

愛から主の羊を引き離すものは何もないと言われていました。主の羊として、主とともに歩む、それこそ

私たちにとって最もすばらしい安心の源でした。そのことを感謝するのであれば、この一週間も良い羊

飼いとともに、この良い羊飼いを喜び、栄光を現す者として歩んでいきましょう。 


